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研究成果の概要（和文）：主たる成果は以下の通り。計量データにより、大学組織形態（規模の程度、範囲の多
様性）、ガバナンス、組織文化が成果にもたらす影響を検討した結果、近年政府主導で進めらたガバナンスの効
果はみられず、むしろ規模や範囲、専門分野構成、歴史・威信等によって成果が規定されること、そして大学の
規模・範囲自体が大学の歴史や威信により規定されることが明らかにされた。この知見を踏まえ、大学ランキン
グに従属的で拙速な、大学の多様性を無視した政策主導の大学組織改革は、むしろ大学を弱体化させ持続可能性
を低下させる可能性のあることを指摘した。

研究成果の概要（英文）：The main achievements are as follows: As a result of examining the influence
 of university organizational structure (degree of scale, diversity of scope), governance, and 
organizational culture on the outcome, based on quantitative data, the effect of the government-led 
governance in recent years was not observed. 
Rather, the outcome of a university would be defined by the scale and scope of the university, the 
composition of major fields, history and prestige. Furthermore, it was clarified that the scale and 
scope of the university are regulated by the history and prestige of the university.
Based on this finding, we pointed out that policy-driven university organizational reform that is 
subordinate to the university rankings and that ignores university diversity may rather weaken the 
university and reduce its sustainability.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的意義：高等教育の組織研究を進める上で欠かせない、理論研究の整理検討および卓越した分析方法の摂取
と応用を行い、高等教育研究のレベル向上を進めた。特に、数量データの分布に適切な分析モデルの応用、そし
て近年注目される因果推論の方法を応用し、大学の成果に与える要因分析を行った結果、近年進められる組織改
革の有効性は見いだせず、大学の規模や範囲、歴史や威信の影響が確認された。
社会的意義：以上の分析結果は、近年進められてきた政策や大学改革の見直しの必要性を訴えるものであり、実
際の大学経営へ生かせる知見を提供しうる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
(1) 実践上の課題:文部科学省「国立大学経営力戦略」（平成 27年 6月 16日）により、大学の機
能強化のための大胆な組織改革が課題となった。しかしこれまでの諸改革は、効率性・生産性偏
重による大学の規模・範囲の改変がもたらす多方面への影響、地域型連携の大学間格差（威信・
質）の問題、分野型連携の地理的距離や時間コストの問題等々が十分に考慮されていない。ゆえ
に、長期的に持続可能な大学の組織形態をあらためて論じる必要がある、という認識に至った。 
 
(2) 研究上の課題:上記の課題を踏まえ、学術的には近年取り組んだ科学研究費補助金による研
究等から着想を得ている。これまで「大学組織の意思決定・行動における横並び・相互参照・模
倣行動に関する研究 （研究課題番号 21530883）,大学の環境適応：組織構造・規模の成立と変
容に関する分析と適正性の推定(研究課題番号24531068)等を行い,以下の課題への着手の要を認
めた：Ⅰ.組織の形態の多様性（単体の規模と範囲、連携・連合、統廃合、法人との関係等）の把
握、Ⅱ.目的・戦略、アクター、投入諸資源、産出（公平性、平等性、卓越性、効率）との関係性
の分析、Ⅲ.持続可能な、多元的な価値を追求できる大学の組織形態の適正解（満足解）の模索 
 
２．研究の目的 
研究目標：本研究は、国内外への訪問調査・国際比較と数理・計量分析を通じ、世界的規模で進
行中の大学の組織変容（規模と範囲の変容、連携連合・統合等の取り組み）の目的・種類・効果
に関するメカニズムを解明し、持続可能な大学組織形態の適正解を見いだす。具体的には以下の
通りである。 
 
(1) 多様な大学組織を包摂的に説明可能な理論枠組みの構築：合理・非合理システム論、組織エ
コロジー論、資源依存論、制度論、取引コスト論などを下地とした仮説枠組みの設計 
 
(2) 大学組織形態の観測と類型化：単体としての規模と範囲（専門分野・学部／大学院構成）、複
数組織の関係性（垂直・水平・救済・強化・再編・調整・同盟・法人型など） 
 
(3) 目的・戦略、アクター、資源、産出（観点としては近年の効率性や卓越性だけでなく公平性・
公共性・平等性を重視）と組織形態との関係性 
 
(4) 多様な組織の生存条件の推定、持続可能な組織形態の適正解（満足解）を目的・アクター別
に模索 
 
３．研究の方法 
 本研究では、大学単体としての規模と範囲の変容、組織間連携・統合を通じた変容のメカニズ
ムを析出し、持続可能な組織形態のあり方を模索する。具体的には、次の３つにおいて優れた実
績を有しているメンバーの力を結集した総合的な研究を行った。 
 
(1) 大学の組織変容、連携・統合に関する先行研究および実態分析 
(2) 方法論としてのフィールド・スタディ 
(3) 方法論としてのデータ分析・数理シミュレーション 
 
４．研究成果 
 
(1)大学組織の包括的解明と大学成果との関係の分析 
 
大学組織に関する基礎研究の一環として、Bess&DeeのUnderstanding College and University 
Organization の翻訳勉強会を進めたことにより，日本の高等教育研究における組織論的アプロ
ーチへの道筋が見出された。その成果の一部は羽田（2017,2019）によりまとめられ、RIHE 公開
研究会にても議論された（https://bit.ly/2BAwYUd, 第 6回）。また数量的な分析も合わせて展
開され、村澤(2017)、野村・村澤(2017)、村澤・中尾・松宮(2019)等にまとめられると同時に、
RIHE 公開研究会（https://bit.ly/372n4WT (2017 年度第 8回),https://bit.ly/2UcmnoU (2018
年度第 1 回)）、および学会・国際高等教育改革ワークショップ（2016 年 9 月：ダブリン）等に
て成果報告を行った。 
これら成果の骨子は以下の通り：①合理・非合理システム論、組織エコロジー論、資源依存論、
制度論、取引コスト論等の経営学理論により、高等教育組織の行動の説明可能性を高めた、②大
学組織固有の階層性・組織文化・リーダーシップの在り方の発見、③高等教育業界におけるガバ
ナンスとマネジメントの混同、④リーダーシップに関する誤解と乱用、等が明らかにされた。さ
らに、⑤ガバナンスの違いが成果の違いには直結し得ず、成果はむしろ大学の規模や範囲、専門
分野構成、歴史・威信等によって決まること、⑥大学の規模・範囲が歴史や威信により規定され
ることが明らかにされた。その上で、大学ランキングに従属的で拙速な、大学の多様性を無視し
た政策主導の大学組織改革は、むしろ大学を弱体化させ持続可能性を低下させる可能性のある
ことを指摘した。 



 
(2)卓越した分析方法の応用可能性と大学の組織・経営分析および実践への応用 
 
 本研究課題を進める上で、方法論の継続的卓越化は欠かせない。しかしながら高等教育研究で
は方法論の著しい遅れがある。そこで本研究課題を遂行するために必要な方法論（計量分析）の
卓越化を進める研究を展開した。その成果は、村澤・立石（2017）、中尾・村澤（2018）、立石・
丸山・速水・松宮・中尾・村澤（2019）、村澤・中尾・松宮（2019）等にまとめられた。 
それら成果の骨子は、①高等教育研究で応用された計量分析の誤用乱用の実情、②データの分
布に適したモデリングの可能性、③近年「証拠に基づく政策形成」(Evidence-Based Policy 
Making)で推奨される「因果推論」の検討を通じた、高等教育研究の因果推論の遅れ、および④
社会科学全般における因果推論の統合的理解とより適切な応用の必要性、を指摘した。これら成
果を応用し、西谷他(2019)において、広島大学が実施する SERU(Student Experience in the 
Research University)国際学生調査プロジェクトデータを活用した傾向スコア分析を報告した。
これら成果は、学会発表を通じても発信した。 
また併せて、研究課題に関わる方法論に関する研究会・研修を主催し（広島大学高等教育研究
開発センター公開研究会: https://bit.ly/34EQTLX,広島大学高等教育研究開発センター・高等
教育研究資源ナショナルセンター主催活動: https://bit.ly/2X3FQKo）、方法論の継続的な卓越
化を推進・啓発すると共に、大学 IR 研修（https://bit.ly/3eWv3Yx）を通じて、個別機関の規
模・範囲に応じた,望ましい経営分析の在り方を提供した。いずれの研究会・研修会も定員を充
足し、盛会裏に終えている。 
 
 
(3)国際比較 
 
シンガポールで現地調査を 2度実施し、国立シンガポール大学、南洋理工大学、シンガポール
経営大学、シンガポールのポリテクニク 5校を訪問し、過去 20年間の大学の戦略、組織、国際
連携の変革について聞き取り調査を行った。その結果、世界レベルの大学へと展開するための強
力なトップダウン型の改革が断行されていることが明らかになった。 
さらに、フランスにおける大学組織の在り方や統合・連携等についての調査研究を行い、大学
の統合・連携の進展が進行しつつあり、全ての大学が統合又は地域毎に連携しなければならない
ことが明らかになった（大場 2017）。 
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